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交
際
費
の
判
断
基
準

職
務
執
行
と
の
関
連
性

　

職
務
執
行
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
交
際
費

は
、
地
方
公
共
団
体
の
長
等
や
議
長
が
職
務
上
必
要

と
な
る
対
外
的
活
動
に
つ
い
て
、
外
部
と
の
交
際
上

要
す
る
経
費
で
す
。
具
体
的
に
は
、
①
特
定
の
事
務

の
遂
行
に
随
伴
す
る
交
際（
調
整
、
交
渉
的
交
際
）が

一
般
的
に
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
②
一
般
的
な
友
好
、

信
頼
関
係
の
維
持
増
進
自
体
を
目
的
と
す
る
交
際

（
儀
礼
的
交
際
）も
含
ま
れ
ま
す
。
最
高
裁
平
成
18
年

12
月
１
日
第
２
小
法
廷
判
決
（
判
例
自
治
２
９
５
号

10
頁
）
は
、
執
行
機
関
と
し
て
の
市
長
が
行
う
交
際

が
特
定
の
事
務
を
遂
行
し
対
外
的
折
衝
等
を
行
う
過

程
に
お
い
て
具
体
的
な
目
的
を
持
っ
て
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、
一
般
的
な
友
好
、
信
頼
関
係
の
維
持
増
進

自
体
を
目
的
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
普
通
地
方

公
共
団
体
が
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
基

本
と
し
て
地
域
に
お
け
る
行
政
を
自
主
的
か
つ
総
合

的
に
実
施
す
る
役
割
を
果
た
す
た
め
相
手
方
と
の
友

好
、
信
頼
関
係
の
維
持
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
と
客
観
的
に
み
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
社
会

通
念
上
儀
礼
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
限
り
、
そ
の
支
出

は
許
容
さ
れ
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
儀
礼
的
交
際
に

つ
い
て
は
限
定
的
に
判
断
す
べ
き
で
あ
り
、
今
後
の

判
例
の
動
向
に
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

  

そ
こ
で
、
職
務
執
行
と
の
関
連
性
を
欠
く
よ
う
な

交
際
に
要
し
た
経
費
の
支
払
に
充
て
る
こ
と
は
許
さ

れ
ず
、
具
体
的
に
は
、
花
代
・
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
代
、

土
産
代
、
二
次
会
経
費
の
支
出
は
、
交
際
費
で
支
出

す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
二
次
会
に
関
し
、
大
津
地
裁
平
成
10
年
９
月

21
日
判
決
は
、「
二
次
会
は
、
一
般
的
に
専
ら
遊
興

の
た
め
の
場
と
い
う
色
彩
が
強
く
、
行
政
事
務
執
行

上
直
接
必
要
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
大
い
に
疑
問
が

あ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
二
次
会
に
か
か
る
支
出
に

つ
い
て
は
、
接
遇
の
費
用
が
い
く
ら
少
額
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
な
い
限
り
、
社
会
的

儀
礼
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
、
支
出
の
違
法

性
が
推
認
さ
れ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と

判
示
し
て
い
ま
す
。

交
際
費
の
額
の
妥
当
性

　

交
際
費
の
額
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
社
会
的
儀
礼

の
範
囲
を
判
断
す
る
上
で
最
も
重
要
で
あ
り
、
か
つ
難

解
な
要
素
を
含
む
も
の
と
い
わ
れ
ま
す
。
支
出
内
容
に

応
じ
て
額
は
変
わ
り
ま
す
が
、
香
料
や
見
舞
金
に

50
万
〜
１
０
０
万
円
を
支
出
す
れ
ば
、
妥
当
性
を
欠

く
こ
と
は
明
ら
か
で
す
が
、
接
待
の
場
合
、
裁
判
所
は

明
確
な
基
準
を
示
し
て
い
ま
せ
ん
。
一
般
的
に
は
、
裁

判
所
は
、
交
際
費
に
要
し
た
費
用
の
総
額
よ
り
も
一
人

当
た
り
の
単
価
に
着
目
し
て
判
断
し
て
お
り
、
一
人
当

た
り
の
単
価
が
高
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
社
会
的
儀
礼

の
範
囲
を
超
え
る
も
の
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
少
し
古
い

判
例
で
す
が
、
①
最
高
裁
昭
和
63
年
11
月
25
日
第
二

小
法
廷
判
決
（
市
川
市
事
件
）
は
、
総
費
用

21
万
９
９
７
０
円
、
一
人
当
た
り
１
万
８
３
３
０
円

の
場
合
と
、
②
総
費
用
16
万
４
８
０
６
円
、
一
人
当

交
際
費
②
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た
り
１
万
３
７
３
３
円
の
場
合
の
２
つ
の
事
例
は
合

法
と
し
、
③
最
高
裁
平
成
元
年
９
月
５
日
第
三
小
法

廷
判
決（
高
須
輪
中
水
防
事
務
組
合
事
件
）は
、
総
費

用
29
万
４
９
７
２
円
、
一
人
当
た
り
２
万
２
６
９
０

円
の
場
合
は
違
法
と
し
、
④
最
高
裁
平
成
元
年
10
月

３
日
第
三
小
法
廷
判
決
（
高
須
輪
中
水
防
事
務
組
合

事
件
）
は
、
総
費
用
20
万
２
８
７
１
円
、
一
人
当
た

り
１
万
８
４
４
２
円
の
場
合
は
合
法
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
幹
部
職
員
に
対
す
る
接
待
の
よ
う
で

す
が
、
こ
れ
ら
の
事
例
を
見
る
限
り
一
人
当
た
り

２
万
円
を
超
え
る
場
合
は
違
法
と
判
断
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
こ
れ
が
今
日
に
お
い
て
維
持
で
き
る

基
準
と
い
え
る
か
に
つ
い
て
は
、
難
し
い
と
こ
ろ
で

す
の
で
今
後
の
判
例
等
の
動
向
を
見
守
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

出
席
者
の
地
位
や
接
待
の
場
所

　

①
出
席
者
の
地
位
や
人
数
に
関
し
て
は
、
接
待
を

行
う
者
お
よ
び
接
待
を
受
け
る
者
の
社
会
的
地
位

が
、
当
該
接
待
が
社
会
的
儀
礼
の
範
囲
に
と
ど
ま
る

か
否
か
を
判
断
す
る
上
で
重
要
な
要
素
と
な
り
ま

す
。
接
待
を
行
う
側
が
知
事
、
市
長
、
副
知
事
、
副

市
長
な
ど
の
最
高
幹
部
で
あ
り
、
接
待
を
受
け
る
側

が
相
当
な
社
会
的
立
場
に
あ
れ
ば
、
そ
れ
相
応
の
接

待
は
必
要
で
あ
り
、
あ
る
程
度
高
額
な
支
出
も
許
容

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
接
待
を
受
け

る
側
の
地
位
や
氏
名
な
ど
が
不
明
で
あ
り
、
具
体
的

事
項
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
相
手
方

は
通
常
人
で
一
般
職
で
あ
る
と
し
て
、
国
家
公
務
員

倫
理
法
お
よ
び
同
倫
理
規
程
が
５
０
０
０
円
を
超
え

る
贈
与
等
を
受
け
る
場
合
に
国
家
公
務
員
に
報
告
義

務
を
課
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
基
準
と
し

て
、
こ
れ
ら
を
超
え
る
場
合
の
支
出
は
違
法
で
あ
る

と
す
る
裁
判
例
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
②
接
待
が
行

わ
れ
る
場
所
に
関
し
て
も
、
ホ
テ
ル
や
料
理
店
の
個

室
な
ど
は
認
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
ク
ラ

ブ
や
ス
ナ
ッ
ク
は
、
専
ら
遊
興
の
た
め
の
場
所
と
し

て
の
性
質
が
強
い
も
の
で
、
行
政
事
務
執
行
上
直
接

必
要
な
接
待
を
行
う
場
所
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
い
場

所
と
は
い
え
な
い
で
し
ょ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
交
際
費
の
支
出
の
違
法
性
の
有

無
は
、
抽
象
的
に
い
え
ば
、
社
会
通
念
上
相
当
な
範

囲
と
い
え
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
個
別
具
体
的
な
支
出
に
対
す

る
判
断
が
違
法
と
い
え
る
か
に
つ
い
て
は
困
難
が
伴

う
も
の
と
い
え
ま
す
。

交
際
費
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
策

　

そ
こ
で
、
転
ば
ぬ
先
の
杖
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

交
際
費
の
支
出
に
つ
い
て
は
、
そ
の
使
途
が
特
に
住

民
の
疑
惑
を
招
き
や
す
い
こ
と
か
ら
、
市
民
か
ら
情

報
公
開
請
求
等
が
求
め
ら
れ
る
前
に
支
出
の
基
準
表

を
作
成
し
議
会
や
市
民
に
公
表
し
、
ま
た
、
毎
月
の

交
際
費
の
支
出
等
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
知
ら
せ

る
情
報
提
供
制
度
を
利
用
し
て
、
地
方
公
共
団
体
の

透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
交
際
費
に
伴
う
ト
ラ
ブ

ル
を
防
止
す
る
も
の
と
な
り
ま
す
。
多
く
の
自
治
体

に
お
い
て
は「
交
際
費
基
準
」等
を
作
成
し
、
①
種
別

を
具
体
的
に
見
舞
い
、
弔
意
等
と
明
示
し
、
②
項
目

は「
弔
意
に
お
い
て
は
国
、
県
、
市
議
会
議
員（
地
元

選
出
）が
本
人
お
よ
び
配
偶
者
、
父
母
、
子
」等
を
定

め
、
③
１
件
当
た
り
５
０
０
０
円
あ
る
い
は
1
万
円

と
定
め
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
市
長
、
他
の
執
行
機

関（
教
育
長
、
代
表
監
査
委
員
等
）、
議
長
と
の
支
出

基
準
や
金
額
が
異
な
ら
な
い
よ
う
に
各
部
局
で
調
整

し
、
自
治
体
と
し
て
統
一
し
た
支
出
が
な
さ
れ
る
よ

う
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
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